プロジェクト憲章
1.プロジェクト名
　フィッシングサイト判定補助開発プロジェクト

2.プロジェクトの目的・目標
　○目的
　　フィッシングサイトの判定補助を行う
　○目標
　・「地域性」「ネットワークの分布」の観点から怪しさをスコアリングして提示する
　・「攻撃対象」の観点から次に来るトレンドを予測する

3.プロジェクト概要
　フィッシングサイト詐欺は現在でも多く我々の身のまわりでも起こっており、携帯を最     近持つようになった子供たちだけでなく、大人も詐欺被害にあっている。この詐欺被害を少しでも軽減するために、テイクダウン状況・テイクダウン成功率等のさまざまな情報をJC3に提供し脅威対策に望むため。

4.ハイレベルの要求事項
・プロジェクトの目標・目的に沿った補助システムを作成し、必要とされる機能をすべて　実装させ、使用可能な状態にし想定するエンドユーザーに寄り添ったシステムを提供し
　計画通りにプロジェクトを進行させ、システムを完成させることとする
   
5.前提条件及び制約条件
　○前提条件はプロジェクトを進めるに当たって、必要な要員が十分に配置されている
　  こととする
　○制約条件は成果物を利用してフィッシングサイト特定に繋がるであろう情報を得られ
　 ること。プロジェクトの成果物の納期の変更とプロジェクトの委託料の変更であると　　  定める

6.ステークホルダー
　仮想クライアントとエンドユーザーともに日本サイバー犯罪対策センター  (JC3)と定める


7.プロジェクト承認要求事項
令和6年12月7日までに終了させ、プロジェクトメンバー６名が確認し、問題がないと判断されたのち、受け入れるものとする


8.メンバーと役割
・ プロジェクトマネージャー：吉村颯泰
・プログラマ：多田楓菜  山田珠音
・ デザイン：礒貝海玖亜　川口晴太郎  横内郁弥

9.プロジェクトマネージャー及びその責任と権限レベル
プロジェクトマネージャー：吉村颯泰
責任：プロジェクト完了すること　
権限：プロジェクトのスケジュール管理
　　　プロジェクトの全体指示
10.スケジュール
○納期
2024年12月7日
４月　チーム確定
　　　企画発案　企画の想定クライアントの調査
　　　企画概要の決定
　　　役割分担
　　　企画概要2の作成

5月　企画概要についての調査
　　  想定クライアントの決定
         企画の修正・調査
　　  コミュニケーション計画の作成
          WBS・契約書・プロジェクト憲章の作成
　　   連絡手段としてDiscordの開設

６月　計画書作成
　　　EVMの管理・作成

７月　システム作成

８月　システム作成

９月　システム作成

１０月　実機デモの準備

１１月　システムの修正や実機デモの準備

１２月　発表準備
　　　　発表
　　　
○作業期間
令和6年4月10日から令和6年12月7日までとする

11.甲が乙に提供する情報、機器等
　・甲は乙にシステム開発に必要な資料や情報、設備などを提供する


12.委託金およびその支払い方法
●委託金
  プロジェクトマネジメント業務
  1850.5(h)×10000(円)=1,805,000(円)

  開発業務
  1948(h)×5000(円)=9,740,000(円)
  
  総額
  1,805,000(円)＋9,740,000(円)=11,545,500(円)

●支払方法
　・甲は第3項で定めた期間中に、当月当月末までに指定の口座に振り込む方法により支　　払うものとする。

13.連絡協議会の設置　　
・連絡協議会は、原則毎週水曜日の午前9時10分から午前10時40分までとする。しかし、甲又は乙が必要と認める場合に随時開催するものとする。

14.プロジェクト憲章を許可するスポンサーあるいはほかの人物の名前と地位

本プロジェクト憲章を認可する人物は、
 池辺　正典先生,教授
 梶並　知記先生,准教授
 櫻井　淳先生,准教授
 武藤　剛先生,教授
である。


